
田

本

催

石
庭

地

表

三

重

野

比
知
り
化
石
駐
地
盤
私
闘
董
L
､
附
す
ろ
_こ
関
税
み
以
て
L
､
新
産
地

の
窺
見
に
嘩
せ
ん
1J
す
る
｡
漸
次
日
本
金
閣
.1こ
及
ぼ
L
ii
い
が
､

7
朝

]
夕
に
は
山
水
な
い
こ
TJ
で

1
過
り
経
ろ
ま
で
に
代
数
年
在
朝
す
る
二

･TJ
L
m
仙
ふ
｡
化
石
り
産
地
に
閥
L
拭
新
及
び
同
好
解
り
弧
♯
1J
盈
正
rJJ

私
下
宿
ま
で
出
ら
れ
ん
=
亡
み
希
望
サ
ろ
｡

7
戊
鐙
衆
L
i1
肘
帖
で
も

挺
為
に
従
っ
て
将
抑
私
党
衆
L
i1
い
O

(庶
耶
帝
陶
大
雄
現
鈎
部
地
質

怨
敵
宗
中
村
新
大
弥
)

攻
囲
LL
ー‡
和
歌
山
屈
み
掲
げ
ろ
予
定
で
あ
る
｡

弓

三

重

牒

鈴

鹿
郡
抑
加

太

柑

河
宗

紺

帰

杵
柄
原

同

郡

上
野
柑
久
如
野

.
ウ
R:ン
イ

安
濃
郡
卵

書

林

院

柑

r(I･1

同

郡

村
浅

村
妙
法
寺

同

郡

櫛

形

柑

殿

柑

■化仙

cstti湖
Zd.n
第
三
輿

o
I･)新91

軸
物

讐

雇
秤

風水
柴

貝JILiiA,.
月

員
碑

郡
紺

藤
原
岳

同

郡

粟
藤

原
柑
野
尻

ハJ･.メ

同

郡

治
関
村
新

町

三
重
郡
卵

影

響

革

力-
ラ

日
本
化
石
鹸
地
先

蛸
詣

鮎

班
古

鏡

代

石
鎚
山

有
孔
虫

火
兆

氏ホ

異

着

生
代

錯
三
紀

I..3
㌧
i紀
.附.

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

同

郡

野

村
垂
蕊

聖

慧

見

TIT･.I..I(

卯

月

材
軸
月

見

片
田
柑
田
中
.

井
戸
､
久
保

長
谷
恵

物

辰
水
村
家
所
'
穴
倉

見

7
リサ
カ

鵬
僻
御
足

坂

郷ヽ

曇 惑.;TT:

洪
積
世

洪
積

低
∽

洪

積

世

洪

甫

世

洪
積
世

洪

積

世

第
三
紀
及

洪

蒔
粧

fTr･.｣
紀.
==;

鰐
三
紀
獅



向
1

馳

球

郡

詣

鮒

南

慕

､

見

蕊
.･･･‥
..:
.A
:･=1-
汗
…･･.･〓

=
､

同

郡

榊

原
柑

榊

原
､

谷
加

月

間

邦

字
朱

郷
村
飯
稲
田

紙
物

同

郡

太
郎
集

材
下
太
郎
雪

見

止

太

郎

珪

マ
㌢
′

阿

山
郡
箭

暇
聖

阿
波
､
著

､見

同

郡

箱
田
村
酉
湯
舟

同

郡

山
田
柑
平
田

i
やノ

ホ
ウジ
p

同

郡

友

生

材

喰

代

ス
ス
ぺ
､
見
ノ
特

ア
ラ

産

郡
晶

鰭
鮒
碩

鵬
即

同

郡

磯
部
相
克
知

同

郡

磯
部
相
克
知

同

郡

叩
賀
柑

北
牟
婁
那

相

即

鄭

町
大
骨
撮
浦

淡
水
凪

毘
'

構
物

見拡
勿
■･1-日･1

;･(
石
班
出

捕
物

貝I
:

南
牟

婁

郡

柁
川

上
柑
小
轍
鮒
宗

山
捕
物

錆

三

組
榊A;-
-

第
三
紀
獅

窮

三

紀

獅

第
三
紀

舘

三

紀

質
三
紀

洪
積
世

第

三

紀

麓
三
瓶

自
軍
蕊

古
生
代

･r
=:=･'...･j
j

･=:･J
･････
1::.

節
三
光

第
三
紀

鰐
四
番

第
六
離

三
重
牒
化
石
産
地
解
放

B実

三
lJ

三
重
豚
に
は
肯
生
中
生
新
生
の
各
代
に
亙
っ
た
化
石

の
産
地
が
か
な
-
多
-
知
ら
れ
て
ゐ
る
.O
上
記
の
内
に

は
未
だ
教
に
さ
れ
て
居
な
い
産
地
も
あ
る
が
之
等
の
多

-
は
こ
ゝ
に
洪
識
他
の
も
の
ど
し
て
挙
げ
た
淡
水
成
暦

に
包
蔵
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
か
,,
る
淡

水
貝
の
産

地
は
少
し
-
詳
か
に
挽
流
せ
ば
河
童
.
安
濃

南
都
か
ら
は
薦
々
ビ
し
て
崩
は
れ
る
こ
ど
～
汲
想
さ
れ

る
0歯

生
舵
の
夜

着
は
石
衣
砦
中
の
有
孔
虫
を
ま
だ
す
る

看
墾

姦

紀
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
.-
怨､
る
に
舌
-
ゴ

ゾ
チ
エ
は
伊
勢
慮
ど
し
て
泥
盆
紀
の
示
準
腕
足
月
化
石

Sj4174
er
V
er7ZeZ/i.1i
を
狗
逸
,t
y
ブ
ル

グ
に
持
蹄
つ

け
｡
そ
れ
で
西
洋
の
本
に
は
時
に
日
本
に
泥
盆
紀
の
化
石

が
出
る
ビ
薄
い
で
あ
る
.
日
本
の
地
質
単
著
が
日
本
に
は

泥
盆
紀
の
化
石
は
な
い
三
言
ふ
の
に
I

O
こ
の
事
に
就

い
て
は
青
-
ナ
ウ
マ
ン
が
寛
骨
い
て

｢
ゴ
ツ
チ
エ
が
日

本
の
古
い
操
典
物
か
ら
得
た

S
j
z.rzjTer
dts
jzL71CtZ!Sd
e

V
el.n
euil
は
多
分
支
那
か
-
渡
っ
吾
-
の
で

､

田舟
が



旅
行
中
に
姓
意
し
て
之
が
産
地
を
見
出
さ
-
5<J
し
た
が

駄
目
で
あ
っ
た
｣
だ
彼
の
日
本
群
島
構
造
及
生
成
諭
の

十
六
貫
に
書
い
て
居
る
｡
其
の
後
矢
部
致
控
,p
か
の
泥

盆
紀
化
石
の
日
本
産
出
に
大
に
雄
を
爽
ま
れ
て
東
京
静

観
大
挙
に
あ
る
ゴ
ブ
チ
エ
の
も
の
ゝ
石
膏
型
で
其
の
状

態
が
鹿
波
に
保
存
さ
れ
で
ゐ
る
こ
/̂J
ゝ
三
十
年
も
日
本

の
地
質
家
が
調

べ
て
居
る
が
そ
れ
が
見
骨
ら
撃

)
AfJ
か

ら
伊
勢
崖
で
は
な
-
て
支
那
か
ら
凍
た
も
の
だ
/̂J
さ
れ

た

(Celttral
blatt
f
W
in
.

e上c.
1
9
1T.S
.
27(1
2
72)

其

の
後
同
教
授
は
㌻

ブ

ル
グ
地
質

単
数
室

に
て
ゴ
ブ

チ
エ
の
採
集
品
や
共

に
つ
い
た
札
紙
を
賢
ら
れ
て
伊
勢

鷹
だ
し
た
も
の
は
果
し
て
ゴ
ヅ
チ
エ
良
身
が
其
の
産
地

を
確
か
な
-
ビ
信
じ
て
居
た
か
ぎ
-
か
も
明
か
で
な
い

だ
さ
れ
た

(地
贋
単
難
詰
第
十
丸
谷
明
治
四
十
五
年
欧

文
二
五
頁
).
敦
に
あ
る
横
に
古
生
代
の
化
石
は
藤
原
叔

四
近
か
ら
出
る
'
そ
し
て
そ
こ
で
は
有
孔
虫
ば
か
-
で

は
な
-
腕
足
貝
も
出
る
か
ら
P
プ
ッ
チ
エ
の
も
の
～
疑

を
晒
す
に
は
曲
の
鈴
鹿
山
脈
の
山
巌
四
近
を
精
査
す
る

を
賓
す
る
｡
今
で
は
日
本
の
着
生
静
か
ら
泥
盆
配
の
化

石
が
出
な
い
ビ
限
ら
な
い
曙
光
を
認
め
て
居
る
際
で
あ

日
本
化
石
蕗
粗
末

る
か
-
､
伊
勢
に
於
け
る
拭
蜘
皿
の
蝕
仰
鼎
は
愉
快
な
費
鬼

を
簿
も
凍
た
さ
L･.
い
ざ
し
て
も
蹴
む
べ
き
仕
事
で
あ
る

こ
亡
に
文
句
は
な
い
.

中
生
代
の
肯
自
室
紀
に
属
す

る
厨
石
銃
は
鳥
羽
の
南

方
加
茂
柑
附
近
に
あ
る
.
単
歯
振
を
主
k
Jし
て
椀
物
化

満
や
少
許
の
見
化
石
を
塵
す
る
｡
採
集
は
容
易
で
な
い

鞠
p
!･･竃

が
こ
ゝ
の
貝
化
石
は
軍

㌫

ら
知
ら
れ
た
も

の
で
掌
根
毒
に
成
加
茂
碁
倉
柑
砥
石
大
明
神
の
境
内
及

び
安
楽
島
が
泰
げ
ら
れ
て
あ

-
'
竹
石
二
愛
に
も
岩
倉

鹿
の
只
化
石
が
掲
げ
ら
れ
て
居
る
｡
明
治
廿
七
年
佐
藤

致
狸
は
辛
苦
し
て
捕
物
化
石
を
集
め
ら
れ
た
｡

･

新
生
代
の
化
石
産
地
は
か
な
-
多
い
p
第
三
紀
の
中

新
世
及
び
其
れ
以
前
だ
ビ
恩
は
れ
る
植
物
や
貝
の
化
石

は
閲
か
ら
西
に
加
太

の
隆
盛
に
袷
-

て

露
出
す

る
小

川
博
士
の
加
太
爽
炭
層
中
に
戴
さ
れ
る
.
之
よ
rJn
上
の

地
膚
は

7
志
膚
で

1
忠
邦
榊
原
村
を
中
心
だ
し
た
地
方

に
あ
っ
て
貝
化
雷

多
産
す
る
海
成
層
諾

,拷

.
(糾
川

脚
翻
卵
棚
鮎
純
綿
酢
蛸
郡

軸
)
榊
原
貝
石
山
(七
莱
射
山
)
の

貝
化
石
は
七
乗
の
冷
泉
ざ
共
に
昔
か
ら
知
ら
れ
て
周
る

も
の
で
最
も
任
晶
ゼ
さ
れ
､
矢
木
集
に
は

｢
三
仰
な
る

朋
E
li
.

三
三



地

球

◎

◎

潜
根
に
出
る
な
ゝ
-
-1
の
け
ふ
は
か

ひ

な
き
敦
に
も
あ

る
か
な
｣
だ
あ
る
さ
う
で
.
こ
れ
は
茶
の
湯
に
招
い
た

人
を
待
っ
て
層
た
が
凍
な
か
っ
た
の
を
貝
に
よ
せ
て
欺

じ
東
歌
で
あ
る
〇
三
園
地
志
に
は

｢
太
さ
九
寸
隙
の
螺

石
を
拾
ひ
た
-1
.
菅
螺
蛭
の
種
類
に
し
て
石
質
畔
文
発

揮
愛
す

る
に
堪
へ
た
-
｣
さ
あ
-
.
榊
原
貝
石
山
の

も
の
は
表
面
青
黒

-

光
-
て
美
し
-

故
神
保
博
士
は

Lz,Jc
iu
a

c

fl
((c

u
li[in
ea
ta

C
o
n
r
a

d,

Te
ZtI
P
Ia

S
P
.)

N

u
c
Zi
t
a
(
N

･
C
o
b
b
o
Z
dz.tIe

に
似
た

る

所
あ
れ
で

も
大

な

ち
)
の
三
つ
を
同
定
さ
れ

た
｡
種
痔
は
鎗
ち
多
-
な
い

が
此
の
外
に
種
々
の
貝
を
産
す
る
.
柳
腰
の
北
方
安
濃

郡
辰
水
村
二
向
骨
相
p
長
野
柑
地
内
に
は
略
同
僚
敬
に

屈
す
る
月
化
石
が
あ
ら
､
歌
聖
向
宮
村
柳
谷
.
穴
倉
の

も
の
が
著
し
い
'
之
等
は
恐
-
中
新
世
の
も
の
で
あ
ら

'
フ

0伊
勢
の
低
丘
地
に
は
贋
-
河
童
､

二
心
'
安
濃
郡
に

亙
っ
て
湖
成
瀞
が
出
て
居
る
0
こ
の
地
膚
は
従
姉
p
鐸

王
妃
の
新
暦
b･J
さ
れ
て
居
っ
た
-
の
で
､
内
に
磨
砂
暦

(浮
石
砂
瀞
)
や
亜
炭
を
爽
み
p
虜
だ
水
薬
E
を
到
る
鷹

に
産
す
る
Q
か
1
る
湖
成
厨
は
伊
勢
ば
か
-
で

L･4
-
山

鰐
四
各

節
六
戟

望

〇

三
四

城
'
近
江
'
伊
盤
.
尾
張
に
亙
っ
て
低
丘
を
汀BL
で
居

る
｡
只
が
現
薫
の
も
の
師
も
昆
琶
湖
魔
の
も
の
ど
あ
ま

rJl
違
っ
て
層
な
い
こ
だ
か
ら
見
る
ど
洪
積
世
の
膏
期
の

も
の
だ
ビ
考
へ
針
れ
る
､
伊
勢
の
湖
成
層
を
小
川
教
授

は
奄
塾
爽
東
泉
膚

ビ
名
け
ら
れ
た
｡
近
畿

の
漸
成
層

(翫
師
叩
鮎

川
噌
)
か
ら
は
時
意

義

な
.A/J
の
晒
乳
動
物
の

化
石
を
鹿
す
る
が
伊
勢
で
も
河
轟
郡
明
柑
楢
原
の
河
の

崖
か
ら

S
teg
Od
oPz
chf
ti
F
al
C
,

&
Ca
ut.
が
出
た
し

ク
リ
フ
チ
I
は
第
三
紀
肝
新
政
の
も
り
だ

4.)
さ
れ

る

が
ー
:
lJの
ク
P
プ

チ
1-ェ
遊
ん
だ
型
だ
ぜ
松
本
博
士
は
云
ほ
れ
て
揺
る
か
ら
下
郡
の
洪
桁
世

那
誤

れ
鰻

森

田
製
作

所

の
服

部

氏

は
肯

-
津

の
町

の

舌
道
具
屋
で
薯
象
の
歯
を
膝
は
れ
た
こ
E
が
あ
る
の
を

逓
者
の
中
轡
時
代
に
開
い
た
｡
こ
の
湖
成
暦
か
ら
は
時

に
象
頻
の
化
石
を
出
す
こ
空
は
近
江
山
城
の
湖
成
瀞
だ

同
じ
で
あ
る
｡
然
し
最
も
多
-
出
る
の
は
汲
水
貝
類
の

ド
ブ
只
や
タ
ニ
シ
で
あ
る
｡
安
濃
郡
藤
水
柑
垂
水
の
タ

一=

に
就
い
て
は
矢
部
博
士
が
注
意
昆

た
鴇

誠

縄

文
三
十

丸
文上

述
の
洪
積
世
湖
成
瀞
ビ
第
三
紀
層

(敬
-
中
新
政

の
海
成
層
)
ど
の
境
界
に
は
灘
膚
を
出
す
が
求
だ
其
の

静
粛
を
充
分
に
明
に
す
る
に
到
ら
な
い
｡
此
の
開
港
は



狗
-1
伊
勢
は
か
わ
で
な
-
近
江
甲
賀
郡
に
於
て
も
同
じ

有
様
で
あ
る
O
而
し
て
若
し
こ
町
境
鼎
銀
の
確
定
や
其

の
不
整
倉
茂
pc,ど
の
決
定
を
見
れ
ば
太
に
し
て
は
鈴
鹿

山
脈
地
鞄
生
成
の
時
期
を
開
明
す
る
に
到
る
べ
し
.,J
汲

想
さ
れ
る
｡
そ
れ
で
か
ゝ
る
倉
化
石
厨
の
痢

兜
は
近
畿

の
地
質
に
開
し

て

は
重
要
な
意
義
の
あ

る
も
の
で
あ

る
0新

期
洪
蔵
世
の
海
岸
性
の
成
暦
は
志
摩
に
於
て
見
る

こ
E
が
出
凍
る
が
､
志
摩
か
ら
の
か
＼
る
化
石
は
前
敦

の
志
摩
郡
甲
賀
村
の
も
の
で
あ
る
が
こ
れ
は
碓
凍
新
期

麓
三
紀
の
も
の
か
洪
積
世
の
も

の
か
三
石
ほ

れ

て
居

る
｡
よ
き
化
石
を
抹
喚
す
る
こ
だ
が
出
茶
托
な
ら
ば
果

し
て
第
三
紀
の
も
の
な
-
や
又
は
編
者
の
漁
想
す

る
が

如
き
新
期
洪
薦
世
の
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
し
'
従
っ

て
志
摩
捨
岸
の
洪
蔑
世
後
の
上
昇
を
説
明
す

る
際
の
材

料
た
る
べ
き
も
の
ど
倍
ず
る
0

地
球
の
億
畢
成
分
に
就

い
て
(
二
)

(
ワ
シ
ン
ト
ン
)

''Tl

I
ル
ド

シ
千

､､
タ
pL
及
び
タ
ソ
マ
ン
は
著
者
の

リ

ノ
ス
ボ
ー
ア
及
び
フ
エ
ロ
ス
ホ
-
ア
憩
を
脊
せ
た
る
厚

さ
及
び
浅
さ
の
ど
こ
ろ
に
車
間
殻
を
想
像
し
て
そ
れ
等

は
幾
何
か
の
酸
化
物
を
僻

へ
る
硫
化
物
よ
-
成
る
呈
宿

っ
て
居
る
｡
併
し
著
者
は
火
成
岩
及
び
他
の
地
質
串
的

観
察
官

一
致
せ
な
い
こ
ビ
及
び
慣
石
よ
-
の
頻
雅
に
も

i
致
せ
な
い
こ
./J
よ
-
推
し
て
両
氏
の
硫
黄
に
つ
い
て

考

へ
た
非
常
に
大
な
る
重
要
戊
及
び
畳
を
承
認
す
る
こ

地
球
の
化
畢
成
分
に
就
い
て

だ
が
出
凍
ぬ
.

珪
素
は
殆
ん
で
酸
素
ビ
平
行
の
過
程
を
取
っ
て
属

-

石
英
の
増
加
も
勿
論
非
常
に
よ
-
似
て
居
る
｡
リ
ジ
ス

ボ

ー
ア
顔
中
で
は
珪
酸
段
覇
は
賓
階
上
分
子
的
に
基
性

酸

化
物
が
石
英
の
二
倍
を
成
す
オ
ル
ト
珪
酸
鹿
の
撤
横

着
で
あ
る
｡
次
い
で
メ
タ
珪
酸
鴎
の
輝
石
が
著
し
-
A

-
求
-
'
そ
の
畳
は
輝
横
着
憩
に
於
で
は
轍
樽
石
の
三

倍
ど
な
FJn
P
路
に
北
岡
倉

敷
に
於
て
は
殆
ん
で
楳
樽
石

望
l

三
五


